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(57)【要約】
【課題】白紙原稿や原稿の載置忘れの場合でも作業効率
の低下を防止する画像読取装置を提供する。
【解決手段】画像読取装置は、原稿台ガラス１１９上に
載置される原稿の画像を読み取る読取ユニット１３１を
備える。画像読取装置は、原稿台ガラス１１９上の原稿
の有無を判断し、原稿が有ると判断した後に、読取ユニ
ット１３１が読み取った画像により当該原稿が白紙であ
るか否かを判断する。画像読取装置は、原稿が無いと判
断したとき、又は原稿が白紙であると判断したときに、
ユーザに原稿が無い又は原稿が白紙であることを通知す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿台ガラス上に載置される原稿の画像を読み取る読取手段と、
　前記原稿台ガラス上の前記原稿の有無を判断する判断手段と、
　前記判断手段が前記原稿が有ると判断した後に、前記読取手段が読み取った画像により
当該原稿が白紙であるか否かを判断する白紙判定手段と、
　前記判断手段が原稿が無いと判断したとき、又は前記白紙判定手段が前記原稿が白紙で
あると判断したときに、ユーザに前記原稿が無い又は前記原稿が白紙であることを通知す
る通知手段とを備えることを特徴とする、
　画像読取装置。
【請求項２】
　前記原稿台ガラス上に載置された前記原稿のサイズを検知する原稿サイズ検知手段を備
えており、
　前記判断手段は、前記原稿サイズ検知手段が前記原稿のサイズを検知すると、前記原稿
が有ると判断することを特徴とする、
　請求項１記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記読取手段は、前記原稿を走査して画像を読み取り、
　前記原稿サイズ検知手段は、
　前記原稿台ガラスの所定の位置に設けられ、前記原稿の副走査方向のサイズを検知する
センサと、
　前記読取手段で読み取った画像の変化から前記原稿の主走査方向のサイズを検知する検
知手段と、を備えることを特徴とする、
　請求項２記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記判断手段は、前記読取手段で読み取った画像の変化から、前記原稿と該原稿の外側
との境界部分を検知することで、前記原稿が有ると判断することを特徴とする、
　請求項１記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記読取手段は、前記ユーザから前記通知手段による通知に応答して読取動作を停止す
るように指示されると画像の読み取りを停止することを特徴とする、
　請求項１～４のいずれか１項記載の画像読取装置。
【請求項６】
　原稿台ガラス上に載置される原稿の画像を読み取る読取ユニットを備える画像読取装置
により実行される方法であって、
　前記原稿台ガラス上の前記原稿の有無を判断するステップと、
　前記原稿が有ると判断した場合に、前記読取ユニットが読み取った画像により当該原稿
が白紙であるか否かを判断するステップと、
　前記原稿が無いと判断した場合、又は前記原稿が白紙であると判断した場合に、ユーザ
に前記原稿が無い又は前記原稿が白紙であることを通知するステップと、を含むことを特
徴とする、
　画像読取方法。
【請求項７】
　原稿台ガラス上に載置される原稿の画像を読み取る読取ユニットを備えるコンピュータ
に、
　前記原稿台ガラス上の前記原稿の有無を判断する処理、
　前記原稿が有ると判断した場合に、前記読取ユニットが読み取った画像により当該原稿
が白紙であるか否かを判断する処理、
　前記原稿が無いと判断した場合、又は前記原稿が白紙であると判断した場合に、ユーザ
に前記原稿が無い又は前記原稿が白紙であることを通知する処理、
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　を実行させるためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スキャナ等の原稿を読み取るための画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像読取装置は、例えば原稿台ガラス上に載置された原稿から原稿画像を読み取る。原
稿は、ユーザにより原稿台ガラス上に直接載置される他に、自動原稿搬送装置（以下、「
ＡＤＦ」（Automatic Document Feeder）とする。）により１枚ずつ原稿台ガラス上に搬
送されて載置される場合もある。画像読取装置は、読み取り時にＡＤＦに原稿を供給する
原稿トレイ上に原稿が無い場合、原稿台ガラス上に原稿が有ると判断して原稿の読み取り
を行う。原稿トレイ上に原稿が無く、ユーザが原稿台ガラスに原稿を載置していない場合
、画像読取装置は、原稿台ガラスに原稿が無い状態で読み取りを開始する。この場合、画
像読取装置は、原稿台ガラスの白色の圧板を白紙として読み取ってしまう。
【０００３】
　特許文献１には、原稿トレイ上に原稿が無い状態で原稿台ガラスが閉じられてから所定
時間経過した場合に、原稿の読み取りが指示されても読み取りを行わない画像形成装置が
記載される。この画像形成装置は、原稿トレイ上に原稿が無く、原稿台ガラスが閉じられ
てから所定時間経過していれば、ユーザが原稿台ガラスに原稿を載置し忘れたと判断する
。そのために、無駄なコピーの実行を防止することができる。
【０００４】
　ＡＤＦにより複数枚の原稿を連続して読み取る際に、ユーザが誤って白紙の原稿を混入
したり、原稿の表裏を誤った場合、本来読み取る必要のない白紙原稿による白紙出力が行
われる。読み取った原稿を画像ファイルとして保存する場合も、本来読み取る必要のない
白紙原稿を含んだ形で１つのファイルとして保存される。その結果、ファイル容量が大き
くなり、途中に意図しない白紙のページが混入するために、読みづらい形でファイルが構
成される。
【０００５】
　そのために、原稿の印字の有無を判定して、印字が無い場合（白紙の場合）には、読み
取らない、或いはファイルに保存しない等の制御を行う必要がある。例えば、特許文献２
では、読み取った原稿画像をページ単位で電子化した電子ファイルを作成する画像読取装
置において、読み取った原稿画像が白紙であるか否かをページ毎に判定する。白紙である
場合、当該ページを削除した構成の電子ファイルを作成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１９４６７６号公報
【特許文献２】特開２０１０－２５８６９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の画像形成装置では、例えば原稿を原稿台ガラス上に載置した後に出力用紙
の補充等により所定時間経過すると、原稿の読み取りが行われない。この場合、原稿台ガ
ラスを再度開閉する等の処理が必要になり、ユーザの作業効率が低下する。特許文献２の
画像読取装置では、原稿の存在が前提になっており、原稿が載置されていない場合であっ
ても白紙判定のための処理を行う。そのために、生産性が低下する。また、ユーザが原稿
の表裏を誤った場合に白紙を読み取る可能性がある。
【０００８】
　本発明は、上記の問題を解決するために、白紙原稿や原稿の載置忘れの場合でも作業効
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率の低下を防止する画像読取装置を提供することを主たる課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決する本発明の画像読取装置は、原稿台ガラス上に載置される原稿の画像
を読み取る読取手段と、前記原稿台ガラス上の前記原稿の有無を判断する判断手段と、前
記判断手段が前記原稿が有ると判断した後に、前記読取手段が読み取った画像により当該
原稿が白紙であるか否かを判断する白紙判定手段と、前記判断手段が原稿が無いと判断し
たとき、又は前記白紙判定手段が前記原稿が白紙であると判断したときに、ユーザに前記
原稿が無い又は前記原稿が白紙であることを通知する通知手段とを備えることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、原稿が原稿台ガラス上に載置されていない又は原稿が白紙であること
を検知してユーザに通知するために、白紙原稿や原稿の載置忘れの場合でも作業効率の低
下を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】画像読取装置の内部構成図。
【図２】制御部の構成例示図。
【図３】原稿台ガラスの上面図。
【図４】原稿サイズの検知処理を表すフローチャート。
【図５】ラインセンサからの電気信号の例示図。
【図６】原稿サイズを判定するためのテーブルの例示図。
【図７】原稿画像と白紙判定領域の説明図。
【図８】印字が有る原稿の輝度値のヒストグラムの例示図。
【図９】印字が無い原稿の輝度値のヒストグラムの例示図。
【図１０】画像読取処理を表すフローチャート。
【図１１】ユーザへの通知の表示例示図。
【図１２】画像読取処理を表すフローチャート。
【図１３】第１区間及び第２区間の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しつつ実施形態を詳細に説明する。この実施形態に記載する装置の構
成や読取位置の決定手順は一例であり、記載される内容に限定されるものではない。
【００１３】
［第１実施形態］
＜構成＞
　図１は、画像読取装置の内部構成図である。画像読取装置は、原稿から原稿画像を読み
取るリーダユニット１０１と、原稿を搬送するＡＤＦ１０２と、複数の原稿の束である原
稿束１０３が載置される原稿トレイ１０４とを備える。原稿トレイ１０４には、原稿束１
０３が当接される幅規制板１０５が設けられる。幅規制板１０５は、原稿の斜行搬送を抑
制する。この画像読取装置は、ＡＤＦ１０２が、原稿トレイ１０４に載置された原稿束１
０３から、原稿を１枚ずつ原稿台ガラス１１９に搬送して載置する。ＡＤＦ１０２は、原
稿台ガラス１１９に対して開閉可能に設けられている。ＡＤＦ１０２が開状態のときには
、ユーザが直接原稿台ガラス１１９に原稿を載置することができる。リーダユニット１０
１は、原稿台ガラス１１９に載置された原稿から原稿画像を読み取る。
【００１４】
　ＡＤＦ１０２は、ピックアップローラ１０６、分離パッド１０７、及び分離ローラ１０
８により、原稿トレイ１０４から原稿を１枚ずつ取り込む。ＡＤＦ１０２は、取り込んだ
原稿を、第１レジストローラ１０９により原稿の斜め搬送を修正して、第２レジストロー



(5) JP 2015-198327 A 2015.11.9

10

20

30

40

50

ラ１１０、第１搬送ローラ１１１の順に搬送する。原稿は、原稿台ガラス１１９上に搬送
される。
【００１５】
　ＡＤＦ１０２は、搬送ベルト駆動ローラ１１２、１１５及び搬送ベルト従動ローラ１１
３、１１４、１１６、１１７により図中矢印方向に駆動される搬送ベルト１１８により、
原稿台ガラス１１９上の原稿を搬送する。原稿を原稿台ガラス１１９上の所定の位置まで
搬送すると、搬送ベルト１１８は駆動停止される。原稿は、この位置で原稿画像を読み取
られる。
【００１６】
　原稿画像の読み取り後に搬送ベルト１１８の駆動は再開される。ＡＤＦ１０２は、原稿
画像が読み取られた原稿を、搬送ベルト１１８により原稿台ガラス１１９上から取り除き
、第２搬送ローラ１２０及び第３搬送ローラ１２１によって原稿排紙トレイ１２２に排紙
する。
【００１７】
　リーダユニット１０１は、読取ユニット１３１を備える。読取ユニット１３１は、図示
しないモータにより、レール１３３に沿って移動する。読取ユニット１３１は、レール１
３３に沿って図１の左から右方向へ移動しつつ、原稿台ガラス１１９上に載置された原稿
の原稿画像を読み取る。リーダユニット１０１の底面には、ホームポジションセンサ１３
４が設けられている。読取ユニット１３１の下部にはリブ１３２が設けられており、ホー
ムポジションセンサ１３４を基準にして読取開始位置を決めることができる。
【００１８】
　読取ユニット１３１は、光源１２３、１２４、反射ミラー１２５～１２７、結像レンズ
１２８、ラインセンサ１２９、及び信号処理基板１３０を備える。ラインセンサ１２９及
び信号処理基板１３０は、一体に構成される。光源１２３、１２４、反射ミラー１２５～
１２７、結像レンズ１２８、ラインセンサ１２９、及び信号処理基板１３０は、図示しな
いハウジングにより、読取ユニット１３１に固定される。
【００１９】
　読取ユニット１３１は、光源１２３、１２４により原稿台ガラス１１９上に載置された
原稿を照射し、その反射散乱光を反射ミラー１２５～１２７により結像レンズ１２８に導
く。結像レンズ１２８で収束された光は、ＣＣＤ等の撮像素子をライン上に配置したライ
ンセンサ１２９に結像される。結像された光信号は、ラインセンサ１２９により電気信号
に変換される。信号処理基板１３０は、ラインセンサ１２９で電気信号に変換された光信
号をディジタル信号に変換し、このディジタル信号に対して画像処理を行う。
【００２０】
　このような構成の画像読取装置は、原稿を原稿台ガラス１１９上に搬送した後に原稿画
像を読み取る「流し読み」動作の場合と、原稿を原稿台ガラス１１９上に載置して読み取
る「圧板読み」動作の場合とで、共通の読取ユニット１３１を用いる。
【００２１】
＜制御系＞
　図２は、信号処理基板１３０及び読取制御基板２００等を備える制御部の構成例示図で
ある。制御部により、画像読取装置による原稿画像の読取処理を制御する。
【００２２】
　信号処理基板１３０は、アナログ処理回路２０８及びＡＤコンバータ２０９を有し、ラ
インセンサ１２９が接続される。ラインセンサ１２９は、原稿の反射散乱光を光電変換に
よりアナログの電気信号に変換する。アナログ処理回路２０８は、ラインセンサ１２９か
ら電気信号を取得して、オフセットやゲイン調整等のアナログ処理を行う。ＡＤコンバー
タ２０９は、アナログ処理された電気信号をアナログ処理回路２０８から取得して、ディ
ジタル画像信号に変換する。ディジタル画像信号は、読取制御基板２００に送られる。電
気信号及びディジタル画像信号は、ＲＧＢの３色に分けて処理される。
【００２３】
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　読取制御基板２００による処理は、主にＣＰＵ（Central Processing Unit）２０１及
び画像処理ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）２０２により行われ
る。読取制御基板２００は、この他に、モータドライバ２０３、ＳＤＲＡＭ（Synchronou
s Dynamic Random Access Memory ）２０４、及びフラッシュメモリ２０５を備える。Ｃ
ＰＵ２０１及び画像処理ＡＳＩＣ２０２は、図示しない記録媒体からコンピュータプログ
ラムを読み込んで実行することにより、画像読取装置により実行される処理の制御を行う
。読取制御基板２００は、画像読取装置に備えられる各種モータ２０６に制御信号を供給
し、画像読取装置に備えられる各種センサ２０７からセンサ信号を取得する。各種モータ
２０６への制御信号の供給及び各種センサ２０７からのセンサ信号の取得は、主に画像処
理ＡＳＩＣ２０２により行われる。
【００２４】
　ＣＰＵ２０１は、画像処理ＡＳＩＣ２０２の各種動作の設定等を行う。画像処理ＡＳＩ
Ｃ２０２は、ＡＤコンバータ２０９から送られたディジタル画像信号に対して、各種画像
処理を行う。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、画像処理の際に、ディジタル画像信号の一時格
納等のためにＳＤＲＡＭ２０４との間で各種制御信号や画像信号の受け渡しを行う。また
、画像処理ＡＳＩＣ２０２の各種設定値や画像処理パラメータの一部は、フラッシュメモ
リ２０５へ格納され、必要に応じて画像処理ＡＳＩＣ２０２に読み出される。画像処理Ａ
ＳＩＣ２０２で各種画像処理が行われた後の画像データは、図示しないメイン制御部へと
送信される。
【００２５】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＣＰＵ２０１からの指示或いはセンサ信号の入力をトリガ
として、画像読取動作を開始する。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、画像読取動作の開始によ
り、モータドライバ２０３へ、各種モータ２０６の制御パルスを出力する。
【００２６】
　ＣＰＵ２０１は、操作部２１０のＣＰＵ２１１とシリアル通信により接続される。操作
部２１０のＣＰＵ２１１は、ＣＰＵ２０１の指令に基づき、タッチパネル２１２の入出力
情報の制御を行う。タッチパネル２１２は表示部と入力部とを備えており、表示部により
ユーザに情報を出力し、入力部によりユーザからの情報の入力を受け付ける。
【００２７】
＜原稿サイズ検知アルゴリズム＞
　図３は、画像読取装置の原稿台ガラス１１９をＡＤＦ１０２側から見た上面図である。
【００２８】
　原稿台ガラス１１９には、外周部に主走査方向の原稿サイズラベル３０１及び副走査方
向の原稿サイズラベル３０２が設けられる。「主走査方向」は、原稿読取時に読取ユニッ
ト１３１が走査を行う方向であり、図１の奥行き方向である。「副走査方向」は、原稿読
取時に読取ユニット１３１がレール１３３に沿って移動する方向であり、図１の左右方向
である。リーダユニット１０１の所定の位置に、原稿の副走査方向のサイズ検知を行う原
稿サイズ検知センサ３０３が設置される。また、原稿の主走査方向のサイズ検知を行う位
置３０４が設けられる。
【００２９】
　図４は、原稿サイズの検知処理を表すフローチャートである。
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＡＤＦ１０２の開閉状態を検知する（Ｓ１０１）。ＡＤＦ
１０２には、ＡＤＦ１０２と原稿台ガラス１１９とがなす角度を検知するＡＤＦ開閉検知
センサ（不図示）が設けられる。ＡＤＦ開閉検知センサは、例えば、ＡＤＦ１０２と原稿
台ガラス１１９とのなす角度が３０度以上で有ることを検知する。３０度以上であれば、
画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＡＤＦ１０２が開状態であると検知する（Ｓ１０１：開）。
３０度未満であれば、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＡＤＦ１０２が閉状態であると検知す
る（Ｓ１０１：閉）。ＡＤＦ１０２が開状態の場合には、外乱光の影響が大きい。ＡＤＦ
１０２が閉状態の場合には、外乱光の影響が小さくなり、以降の処理で行う原稿サイズ判
定の検知精度を向上させることができる。
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【００３０】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＡＤＦ１０２が閉状態であることを検知すると、原稿サイ
ズ検知センサ３０３を起動する（Ｓ１０２）。原稿サイズ検知センサ３０３を起動した後
に画像処理ＡＳＩＣ２０２は、光源１２３、１２４をオフ状態にして、ラインセンサ１２
９から電気信号を取得する。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、取得した電気信号から、外乱光
レベルを検知して、外乱光の影響を判定する（Ｓ１０３）。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、
ラインセンサ１２９からのＲ（Red），Ｇ（Green）、Ｂ（Blue）の３色それぞれの電気信
号の中から外乱光の検知レベルが最小である色成分を選択して外乱光の影響の判定に用い
る。
【００３１】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、光源１２３、１２４をオン状態にして、原稿の主走査方向
のサイズ検知を行う位置３０４（図３参照）における、ラインセンサ１２９からの電気信
号を確認する（Ｓ１０４）。ラインセンサ１２９からの電気信号の確認は、Ｓ１０３で判
定した外乱光の影響が最小である色成分により行われる。図５は、ラインセンサ１２９か
らの電気信号の例示図である。図５では、電気信号で表されるセンサ読取輝度５０１が判
定閾値５０２を下回る箇所を原稿の境界を表す。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、この境界に
挟まれた領域を原稿の主走査方向のサイズと判定する。
【００３２】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿サイズ検知センサ３０３の検知状態を確認する（Ｓ１
０５）。つまり、原稿サイズ検知センサ３０３の位置で原稿が検知される可否かを確認す
る。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿サイズ検知センサ３０３の検知状態により、画像の
副走査方向のサイズを判定する。
【００３３】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、Ｓ１０４におけるラインセンサ１２９から取得した位置３
０４における電気信号及びＳ１０５における原稿サイズ検知センサ３０３の検知状態によ
り、原稿サイズの判定を行う（Ｓ１０６）。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿サイズの判
定を、例えば図６のテーブルを用いて行う。図６では、ラインセンサ１２９から取得した
電気信号により判定される「主走査サイズ判定結果」と、原稿サイズ検知センサ３０３の
検知状態により判定される「原稿検知センサ判定結果」との組み合わせで、原稿サイズを
特定する。
【００３４】
　なお、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ラインセンサ１２９からの電気信号の確認結果、原
稿の境界と認識される判定閾値を下回る箇所が存在せず、かつ原稿サイズ検知センサ３０
３の検知結果が原稿無しの場合、原稿台ガラス１１９上に原稿が存在しないと判断する。
【００３５】
＜白紙判定アルゴリズム＞
　図７は、原稿を読み取った際の原稿画像と白紙判定領域７０１の説明図である。読取ユ
ニット１３１は、原稿の主走査方向の幅より外側まで読み取り可能である。白紙判定に用
いる画像領域は、読み取った原稿の領域よりも内側の白紙判定領域７０１である。
【００３６】
　原稿に印字が有るか否かを判定（白紙判定）するためには、白紙判定領域７０１内に印
字が有るか否かを判定する必要がある。原稿台ガラス１１９に載置された原稿のサイズに
応じて、白紙判定領域７０１の設定が切り替えられる。
【００３７】
　白紙判定領域７０１の設定を原稿のサイズよりも外側、つまり実際の原稿より広い範囲
に設定すると、原稿と原稿の外側部分の境界部分に影が発生して、その影が印字と誤判定
される場合がある。さらに、原稿にゴミ等が付着していた場合、ゴミ等を印字と誤判定す
る場合もある。また、白紙判定領域７０１の設定を原稿のサイズよりも内側、つまり実際
の原稿より狭い範囲に設定すると、原稿端部に白紙と判定してほしくない印字（例えばペ
ージ番号や罫線等）が有る場合でも白紙原稿であると誤判定する。そのために、白紙判定
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を行う場合、原稿のサイズに合わせて白紙判定領域７０１を正確に設定する必要がある。
【００３８】
　図８は、印字が有る原稿についての、白紙判定領域７０１内の輝度値のヒストグラムの
例示図である。原稿に文字等が印字される場合、原稿の下地の輝度以外に、印字の輝度が
含まれるために、図８に示すように、ヒストグラムに輝度毎のバラツキが生じ、ピークが
複数の輝度値で現れる。
【００３９】
　図９は、印字が無い白紙原稿についての、白紙判定領域７０１内の輝度値のヒストグラ
ムの例示図である。白紙原稿の場合、図９に示すように、原稿の下地の輝度にヒストグラ
ムが集中し、ピークが１つの輝度値で現れる。
【００４０】
　従って、白紙判定領域７０１内の輝度値のヒストグラムの最大値に対する各輝度値のヒ
ストグラムの差を平均化した値を分散値として、分散値が所定値以上の場合に印刷された
原稿、所定値未満の場合に白紙原稿と判断することができる。例えば、白紙判定に用いる
原稿画像の総データ数（DATA_NUMBER）が「７０，０００，０００」であり、各輝度のヒ
ストグラムの最大値（Ｈ(MAX)）が「６０，０００，０００」である場合、分散値σは数
式１で表される。
【００４１】
【数１】

【００４２】
　数式１において、データが８ビットであれば、輝度値は「０～２５５」の範囲で表され
、「ｎ」は、「０～２５５」になる。
【００４３】
　なお、原稿の外側も含めた原稿画像の画像領域についてヒストグラムを取得した場合、
原稿の外側の原稿画像は、位置３０４に対向して設けられる原稿台ガラス１１９の白色の
圧板の画像となる。白色の圧板と原稿の下地の色とが異なる場合、原稿の外側の輝度値と
原稿の下地の輝度値とが異なることで、ヒストグラムの分散値が高くなる。このような場
合には、印字のない白紙原稿であっても分散値が高くなる傾向にあり、白紙判定が正確に
できない可能性がある。従って、原稿領域を正確に検出し、確実に原稿より内側の画像領
域を白紙判定に用いなければ、白紙判定に誤判定が発生する可能性がある。そこで、上述
の原稿サイズ検知アルゴズムの実行後に白紙判定アルゴリズムを行うことで、より精度の
高い白紙判定が可能になる。
【００４４】
＜画像読取動作＞
　図１０は、画像読取装置による画像読取処理を表すフローチャートである。
【００４５】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、ＡＤＦ１０２の開状態をＡＤＦ開閉検知センサにより検知
する（Ｓ２０１）。この処理は、図４のステップＳ１０１と同様の処理である。ＡＤＦ１
０２が閉状態であると、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、図４のステップＳ１０２～Ｓ１０６
と同様の処理により、原稿サイズを検知する（Ｓ２０２）。なお、原稿サイズの検知の過
程で原稿台ガラス１１９上に原稿が載置されていないと判断しても、この時点でユーザに
原稿が無いことを通知しない。
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【００４６】
　ユーザが操作部２１０により読取開始を指示すると、読取制御基板２００は、原稿の読
取動作を開始する（Ｓ２０３）。読取動作を開始すると、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、Ｓ
２０２の原稿サイズの検知結果により、原稿台ガラス１１９上の原稿の有無を判断する（
Ｓ２０４）。
【００４７】
　原稿が有る場合（Ｓ２０４：Y）、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿の読み取りを行う
とともに、白紙判定を行う（Ｓ２０５）。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、白紙判定を、上記
の白紙判定アルゴリズムにより行う。白紙判定の結果、原稿が白紙でなければ（Ｓ２０６
：N）、原稿台ガラス１１９上に原稿が載置され、且つ原稿が印刷されているために、画
像処理ＡＳＩＣ２０２は、画像読取を継続する（Ｓ２０７）。
【００４８】
　白紙判定の結果、原稿が白紙であれば（Ｓ２０６：Y）、原稿台ガラス１１９上の原稿
が印刷されていないために、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿の表裏が間違えている可能
性があることを操作部２１０によりユーザに通知する（Ｓ２０８）。図１１は、操作部２
１０のタッチパネル２１２が有する表示部に表示される通知表示例を表す。ユーザは、こ
の表示により画像読取を継続するか否かを選択することができる。
【００４９】
　なお、Ｓ２０４において原稿が無い場合（Ｓ２０４：N）、画像処理ＡＳＩＣ２０２は
、原稿台ガラス１１９上に原稿が載置されていないと判断して、原稿が載置されていない
ことを操作部２１０によりユーザに通知する（Ｓ２０９）。この場合も、図１１のような
表示を行い、ユーザに画像読取を継続するか否かを選択させる。
【００５０】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、操作部２１０による通知（Ｓ２０８、Ｓ２０９）に応答し
て、ユーザから読取停止が指示されたか否かを判断する（Ｓ２１０）。読取停止が指示さ
れた場合（Ｓ２１０：Y）、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿画像の読み取りを停止する
（Ｓ２１１）。読取停止が指示されていない場合（Ｓ２１０：N）、原稿画像の読み取り
を継続する（Ｓ２０７）。
【００５１】
　以上のような処理により、白紙判定の前に原稿の有無を検知して、無駄な白紙判定を行
わないようにすることができる。また、白紙判定の結果、白紙であればそのことをユーザ
に通知することで、無駄な白紙の出力を抑制することができる。
【００５２】
［第２実施形態］
　第２実施形態では、原稿サイズ検知センサ３０３を用いない。第２実施形態の画像読取
装置は、原稿サイズ検知センサ３０３を備えない点を除いて第１実施形態の画像読取装置
と同じ構成である。そのために、第２実施形態の画像読取装置の構成については、説明を
省略する。
【００５３】
　図１２は、原稿サイズ検知センサ３０３を用いない場合の画像読取処理を表すフローチ
ャートである。
【００５４】
　ユーザが操作部２１０により原稿画像の読取開始を指示すると（Ｓ３０１）、画像処理
ＡＳＩＣ２０２は、原稿の読み取りを行うとともに、白紙判定を行う（Ｓ３０２）。画像
処理ＡＳＩＣ２０２は、白紙判定を、原稿の主走査方向で２つの区間に分けて実行する。
画像処理ＡＳＩＣ２０２は、例えば図１３に示すように、白紙判定を、第１区間及び第２
区間に分ける。
【００５５】
　第１区間は、原稿台ガラス１１９上に載置された原稿と原稿の外側との境界部分の領域
である。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、この領域が検知されるか否かを監視する。第２区間
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と第２区間とは、一部重複してもよい。
【００５６】
　第１区画の白紙判定は、原稿の境界部分が検知されるか否かにより行われる。原稿の境
界部分には影が生じる。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、この影を色の変化として検知するこ
とで原稿の境界部分を検知する。原稿の境界部分が検知されない場合、画像処理ＡＳＩＣ
２０２は、原稿が白紙であると判定する。原稿の境界部分が検知された場合、画像処理Ａ
ＳＩＣ２０２は、原稿が白紙ではないと判定する。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、境界部分
が検知されない（原稿が白紙）であれば、原稿台ガラス１１９上に原稿が載置されていな
いと判断することができる。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、境界部分が検知されれば、原稿
台ガラス１１９上に原稿が載置されていると判断することができる。
【００５７】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、第１区間で原稿が白紙であると判定すると（Ｓ３０３：Y
）、原稿が原稿台ガラス１１９に載置されていないことをユーザに通知する（Ｓ３０７）
。ユーザへの通知は、図１０のステップＳ２０９と同様に行われる。
【００５８】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、第１区間で原稿が白紙ではないと判定すると（Ｓ３０３：
N）、第２区間の白紙判定を行う（Ｓ３０４）。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、第２区間の
印字の有無を判定しており、印字が無い場合に白紙であると判定し、印字がある場合に白
紙ではないと判定する。画像処理ＡＳＩＣ２０２は、第２区間で原稿が白紙であると判定
すると（Ｓ３０４：Y）、原稿の表裏が間違えている可能性があることを操作部２１０に
よりユーザに通知する（Ｓ３０６）。ユーザへの通知は、図１０のステップＳ２０８と同
様に行われる。
【００５９】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、第２区間で原稿が白紙ではないと判定すると（Ｓ３０４：
N）、原稿台ガラス１１９上に原稿が載置され、且つ原稿に印字があるために画像読取を
継続する（Ｓ３０５）。
【００６０】
　画像処理ＡＳＩＣ２０２は、操作部２１０による通知（Ｓ３０７、Ｓ３０６）に応答し
て、ユーザから読取停止が指示されたか否かを判断する（Ｓ３０８）。読取停止が指示さ
れた場合（Ｓ３０８：Y）、画像処理ＡＳＩＣ２０２は、原稿画像の読み取りを停止する
（Ｓ３０９）。読取停止が指示されていない場合（Ｓ３０８：N）、原稿画像の読み取り
を継続する（Ｓ３０６）。
【００６１】
　以上のような処理により、無駄な白紙判定を行わず、且つ無駄な白紙の出力を抑制する
ことができる。第２実施形態の画像読取装置は、原稿サイズ検知センサ３０３を搭載しな
いために白紙判定の精度が劣る可能性があるが、第１実施形態の画像読取装置よりもコス
トを削減することができる。
【符号の説明】
【００６２】
　１０１…リーダユニット、１０２…ＡＤＦ、１０３…原稿束、１０４…原稿トレイ、１
０５…幅規制板、１０６…ピックアップローラ、１０７…分離パッド、１０８…分離ロー
ラ、１０９…第１レジストローラ、１１０…第２レジストローラ、１１１…第１搬送ロー
ラ、１１２，１１５…搬送ベルト駆動ローラ、１１３，１１４，１１６，１１７…搬送ベ
ルト従動ローラ、１１８…搬送ベルト、１１９…原稿台ガラス、１２０…第２搬送ローラ
、１２１…第３搬送ローラ、１２２…原稿排紙トレイ、１２３，１２４…光源、１２５，
１２６，１２７…反射ミラー、１２８…結像レンズ、１２９…ラインセンサ、１３０…信
号処理基板、１３１…読取ユニット、１３２…リブ、１３３…レール、１３４…ホームポ
ジションセンサ
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